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遺
跡
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種
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城
下
町
跡

（武
家
屋
敷
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
蔵
遺
跡
は
、
徳
島
城
下
町
を
構
成
す
る
六
つ
の
鳥
の

一
つ
で
あ
る

「徳

島
」
に
あ
り
、
現
在
は
徳
島
大
学
本
部
の
敷
地
内
に
位
置
し
て
い
る
。
徳
島
城

下
町
は
吉
野
川
河
口
に
形
成
さ

れ
た
沖
積
地
上
に
立
地
し
、
六

つ
の
鳥
と
六
つ
の
地
区
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
「徳
島
」
は
そ

れ
ら
の
中
で
も
家
老
や
中
老
と

い
っ、た
上
級
武
家
の
屋
敷
地
が

動

集
中
し
て
お
り
、
城
の
三
の
九

徳

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

新
蔵
地
区
で
は
、
過
去
数
回

に
わ
た
っ
て
側
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
調
査
が
行
な
わ
れ
て

お
り
、
屋
敷
境
溝
や
石
組
で
囲
わ
れ
た
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調

査
区
か
ら
は
、
主
要
な
遺
構
と
し
て
、　
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け

て
の
片
山
家
と
蜂
須
賀
家
の
屋
敷
境
溝
や
、　
一
九
世
紀
の
片
山
家
屋
敷
地
の
中

島

。
造
り
出
し
を
も
つ
池
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
は
現
段
階
で
は

一
〇
点
確
認
し
て
い
る
。
う
ち

一
点
は
、　
一
九
世
紀
前

半
か
ら
後
半
の
片
山
家
屋
敷
地
の
池
状
遺
構
か
ら
、
一
百

はヽ

一
人
世
紀
末
頃
の

土
坑
か
ら
、
七
点
は

一
七
世
紀
中
期
か
ら

一
人
世
紀
後
半
ま
で
の
上
坑
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。

池
状
遺
構
Ｓ
二

一
は
、
南
北
九
ｍ
東
西
九
ｍ
の
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
、
造
り

出
し
と
中
島
を
有
す
る
。
大
量
の
礫
と
瓦
、
陶
磁
器
類
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て

い
た
。
土
坑
Ｓ

一
人
人
は
、
南
北
二
ｍ
東
西

一
ｍ
の
楕
円
形
を
呈
し
、
下
駄
な

ど
の
木
製
品
が
多
く
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
土
坑
Ｓ

一
八
九
は
、
南
北

一
一
ｍ
東

西
六
ｍ
と
非
常
に
大
型
の
不
整
円
形
を
呈
す
る
。　
一
部
調
査
区
外
に
も
延
び
、

規
模
は
も
う
少
し
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
断
面
か
ら
、
繰
り
返
し
遺
物
が

廃
棄
さ
れ
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
遺
構
か
ら
も
多
量
の
陶
磁

器
、
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
現
在
整
理
中
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
字
が

書
か
れ
た
資
料
が
今
後
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

池
状
遺
構
Ｓ
二
一
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赴
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ω
は
木
簡
の
右
端
部
分
の
み
が
残
存
し
て
お
り
、
も
と
は
長
方
形
を
呈
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
墨
書
は
明
瞭
で
あ
る
。
池
状
遺
構
は
片
山
家
の
屋
敷
地
内

に
あ
る
が
、
隣
り
が
蜂
須
賀
家
の
屋
敷
地
で
あ
り
、
池
状
遺
構
を
埋
め
立
て
る

時
に
両
家
か
ら
遺
物
を
廃
棄
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
②
①
は
と
も
に
完
形

で
長
方
形
を
呈
す
る
。
裏
面
に
も
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
が
、
明
瞭
で
は
な
く
、

判
読
し
が
た
い
。

い
ｌ
⑩
は
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
り
、
下
端
を
剣
先
状
に
尖
ら

せ
た
り
す
る
付
札
状
の
形
態
を
と
る
。
墨
書
は
表
裏
両
面
に
な
さ
れ
て
い
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
と
も
に
明
瞭
で
は
な
い
も
の
が
多
い
。

（中
原
　
計
）




